
日本簿記学会第３４回関東部会 
                     （駒澤大学、2018年６月３０日） 

特別企画：井尻雄士先生を偲んで 
 

３式簿記への招待 
－複式簿記の相対化－ 

 
石川純治（駒澤大学） 

 

1 



要旨集 

• はじめに：特別企画の趣旨 
 

• ３式簿記への招待：複式簿記の相対化 
 

• 複式簿記の構造とミステリー：簿記の学問性 
 

• むすび：井尻先生の講義、貴重なアーカイブ 
 

• 付記：昨年の関東部会からの経緯 
 

• 参考資料：昨年の講演目次 
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井尻雄士先生を偲んで 
－貴重なアーカイブ 

 
放送大学でのゲスト講義 

• 第２回「簿記とは何かー単式、複式、三式」での
ゲスト出演 
 

• 第５回「複式簿記のサイエンス」でのゲスト出演 

 

余談ですが：35年前の写真（ＣＭＵで） 
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ロケ準備（深沢キャンパス） 
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ロケ直前の準備 
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   参考資料（前回の講演目次） 

 手始めに     

    簿記とは何であり、何でありうるか 

    構造・形態・形態化の見方：３つのレベル 
 

 

   PartⅠ 構造と形態－論理的相対 

   １）３式簿記をどう見るか              

   ２）キャッシュフロー計算の複式簿記は 

    考えられるか     
 

   PartⅡ 構造と歴史－史的相対 

   ３）資金計算書の歴史と構造              
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手始めに 

 

 構造・形態・形態化の見方：３つのレベル                                               

                       （Ｈ２Ｏの例で） 
    

    

    簿記とは何であり、 

           何でありうるか 
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簿記とは何であり、何でありうるか 
 

             

何であるか →  何でありうるか 

              ←   （現実にないもの） 

 
 

複式簿記の相対化 
                           （同型性と相対性） 
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簿記とは何であり、何でありうるか 
 

             

何であるか →  何でありうるか 

              ←   （現実にないもの） 

（構造）         （形態） 
 

複式簿記の相対化 
                           （同型性と相対性） 
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PartⅠ 構造と形態 
－論理的相対－ 

 

１） ３式簿記をどう見るか 

２）キャッシュフロー計算の複式簿記 

 
 

複式簿記とは何か 
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   参考資料（前回の講演目次） 

 手始めに     

    簿記とは何であり、何でありうるか 

    構造・形態・形態化の見方：３つのレベル 
 

 

   PartⅠ 構造と形態－論理的相対 

   １）３式簿記をどう見るか              

   ２）キャッシュフロー計算の複式簿記は 

    考えられるか     
 

   PartⅡ 構造と歴史－史的相対 

   ３）資金計算書の歴史と構造              
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２つの相対化 

• 相対化とは 

  現にあるもの 

    →より高い見地（次元）から位置づける 

      

• いかにして、その見地に立つか 

  →２つ 

          論理的相対化（PartⅠ：構造と形態） 

       歴史的相対化（PartⅡ：構造と歴史） 
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                                                                       （要旨集p.1) 

• 利速会計ではＳ・Ｆ関係 

   Ｘ（ストック）＝Ｙ（フロー） 

               ↓微分 

            Ｙ（ストック）＝Ｚ（フロー） 

図 1 Ｘ＝Ｙ＝Ｚの見方：Ｘ＝ＹとＹ＝Ｚの関係の同型性 

Ｘ ＝ Ｙ ＝ Ｚ 

 

 
(1) 

(2) 



補足：３式展開の２つのレベル 

      〈取引〉          〈財務諸表〉 

    取引仕訳        Ｂ／Ｓ 

      （ｘ＝ｙ）          （Ｘ＝Ｙ） 

 

      3式？         3式     

     （ｘ＝ｙ＝ｚ）       （Ｘ＝Ｙ＝Ｚ） 
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言語としての複式簿記 

 
 

複式簿記の無言の力 

        簿記の内と外： 内←外 

                （ビルトイン，言語システム化） 
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補足資料１ ３式簿記から利速会計へ 
                   (要旨集に掲載) 

• 利速会計とは何か（ｗｈａｔ）：理論 

    微分会計の構造 
 

• なぜ利速会計か（ｗｈｙ）：実践 

    速度計算の計器（簿記） 
   

• 会計の表現形式、語彙、表現力 

    仕訳と俳句､喩えの見事さ 
 

• パチオリからイジリへ 

     簿記とはそもそも何であろうか 
43 



補足資料２ 井尻作品のコアにあるもの 
                   (要旨集に掲載) 

１ 研究の軌跡－３つの段階 

２ 洗練された優雅さ－複式簿記の美 

３ 会計の卑近さと深さ－おこぜ論 

４ ２つのあこがれ－「ファウスト」の一節 

５ エレガンスとリッチ－リビングシステムとしての会計 

６ 基礎学問につながる会計学－本当の「理解」とは 

７ 会計研究の「道づけ」の難しさ－自由と苦悩 

参考文献 
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井尻雄士先生を偲んで 
－放送大学でのゲスト講義 

 
 ＴＶ番組「社会のなかの会計」 

• 第２回「簿記とは何かー単式、複式、三式」での
ゲスト出演 
 

 

• 第５回「複式簿記のサイエンス」でのゲスト出演 
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むすびにかえて：井尻先生が存命なら 

• 量子情報と会計情報 

 

• 新しい経済のあり方（ＡＩ、ブロックチェーン、シ
ンギュラリティ、…） 

    新しい会計のあり方 
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ご静聴に感謝！ 
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付記 震災から1年、そして今 

 おっしゃる通り、「考え続ける」、これが大切ですね。特に、
今どういう性質の危機にあるのか、それを深く考え続ける
必要がある。 

 なのに、１年という年月が、ふたたび日常的な仕事にも
どしているんです。阪神大震災後と同じ経過をたどってい
るわけで、“たこつぼ的”な仕事に終始する日常にぞっとす
らします。一種の自己矛盾､自己欺瞞、自己嫌悪。 

 このインタビューもある種そうですね、本来なら、受けて
はいけないでしょう。 
 

（簿記学会インタビュー2012年2月､冒頭より） 
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震災から1年、そして今 

 非日常がずっと、あるいは一生続いている人たちがいる
一方で、その非日常が一過性、一時的な人たちが大勢い
るわけ。 

 簿記会計の教育・研究もまたしかり。安全・安泰な日常
という大前提あってこそですが、その前提は危ういもので、
いつ非日常化しかねません。確固とした根拠のあるもん
じゃない。 

 ちなみに、竹中さんがいみじくも言われた「やましさ」な
んですが、それをつきつめていけば、無力感ひいては自
己否定的、あるいは自己欺瞞性になってきますね。 
 

（簿記学会インタビュー2012年2月､冒頭より） 
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